
リチウムイオン電池（有害ごみ）

<<混入していた有害ごみ①>>

【電池類】 【スプレー缶類】

環境センターの破砕処理施設で
火災が多発しています

リチウムイオン電池などの、有害ごみの混入が火災
の原因と考えられています。

≪環境センター施設のお問い合わせについて≫

千歳市環境センター廃棄物管理課 電話番号: 0123-40-6969

<<混入していた有害ごみ②>>

<<破砕物搬送コンベア>> <<コンベア内の状況>>

リチウムイオン電池やスプレー缶が、破砕処理施設で押しつぶされ
たことにより、圧力や衝撃が加わり、発煙・発火したものと考えら
れています。

火災の状況・混入物について



必ず外す

そのまま有害ごみへ

例

加熱式たばこ・ワイヤレスイヤホン
は

リチウムイオン電池は有害ごみです

ごみステーションへ

電池の混入、ダメ。ゼッタイ。

透 明 ・ 半 透 明 の 袋 に 入 れ て

燃やせるごみ・燃やせないごみ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装
の袋には、入れないでください。

携帯電話

≪ごみの出し方について≫

千歳市環境センター廃棄物対策課 電話番号: 0123-23-2110

コードレス
掃除機

デジカメ

有害ごみ

●乾電池●充電池●電池パック●電子・加熱式たばこ
●モバイルバッテリー（リチウムイオン電池）●ワイヤレスイヤホン
●電子ライター●ライター●ガスカートリッジ（炭酸ガスも含む）●蛍
光管●スプレー缶・カセットボンベ●未使用の花火・マッチなど

半透明・透明（レジ袋も含む）の袋に入れて、マジックなどで 「有害
ごみ」と目立つように表示して、ごみステーションに出してください。
ごみ出しのルール、分別の徹底にご理解とご協力をお願いします。

「有害ごみ」の出し方について


